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報告第２号 

宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業におけるモデル校の指定等について 

宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業におけるモデル校の指定，モデル校への

学校運営協議会の設置及び学校運営協議会委員の委嘱について，次のように報告する。 

令和７年１月２０日提出 

 

 宇都宮市教育委員会    

教育長 小堀 茂雄   

 

別紙のとおり 
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宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業におけるモデル校の指定等について  

 

１ 宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業 

(1) 目的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和３１年法律第１６２号)第４７条   

の５の規定に基づく学校運営協議会に関し，本市における有効性を検証するととも 

に，宇都宮市立小学校及び中学校の各学校区において取り組んでいる魅力ある学校 

づくり地域協議会を生かした「地域とともにある学校づくり」のより一層の充実を 

図る。 

 

(2) 内容 

宇都宮市立小学校及び中学校から指定するモデル校に学校運営協議会を試行的に 

設置し，学校運営協議会の役割に関すること等について調査研究を行う。 

   

(3) 実施期間 

令和７年度，８年度の２年間 

（令和６年度に事業実施の準備としてモデル校を指定し，学校運営協議会を設置） 

 

２ モデル校の指定等 

(1) モデル校の指定  

次の学校を，モデル校として令和７年１月１０日に指定 

（指定期間は，原則として令和８年度末まで） 

・ 宇都宮市立清原南小学校 

   ・ 宇都宮市立雀宮南小学校 

   ・ 宇都宮市立一条中学校 

   ・ 宇都宮市立河内中学校 

 

(2) 学校運営協議会の設置 

モデル校に，学校運営協議会を令和７年１月１０日に設置 

（設置期間は，原則として令和８年度末まで） 

 

(3) 学校運営協議会委員の委嘱 

モデル校の校長による推薦者（魅力ある学校づくり地域協議会の委員等）を，学 

校運営協議会委員として令和７年１月１０日に委嘱 

（任期は令和６年度末までとし，再任を妨げない） 

〔委員数〕 

・ 宇都宮市立清原南小学校 ３１名 

   ・ 宇都宮市立雀宮南小学校 ２１名 

   ・ 宇都宮市立一条中学校  ２８名 

   ・ 宇都宮市立河内中学校  １６名 

報告第２号 

別 紙 １ 
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宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業の実施に関する要綱 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，宇都宮市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が宇都宮

市学校運営協議会（以下「運営協議会」という。）の試行的導入事業（以下「ＣＳ

モデル事業」という。）を実施することについて，必要な事項を定めるものとす

る。 

 （目的） 

第２条 ＣＳモデル事業は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和３１

年法律第１６２号)第４７条の５の規定に基づく運営協議会に関し，本市におけ

る有効性を検証するとともに，宇都宮市立小学校及び中学校（以下「学校」とい

う。）の各学校区において取組を行っている魅力ある学校づくり地域協議会（以

下「地域協議会」という。）を生かした「地域とともにある学校づくり」のより一

層の充実を図ることを目的とする。 

（モデル校の指定） 

第３条 教育委員会は，前条の目的を達成するため，学校からモデル校を指定する

ものとする。 

２ モデル校の指定は，教育委員会が，公募により行うものとする。 

３ モデル校の指定期間は,原則として，指定の日から令和８年度末までとする。 

４ 前項の規定にかかわらず，教育委員会が必要と認めるときは，モデル校の指定

を解除又は指定期間を変更することができる。 

（モデル校における運営協議会の設置等） 

第４条 教育委員会は，モデル校に運営協議会を設置する。 

２ モデル校における運営協議会の設置等については別に定める。 

（ＣＳモデル事業の調査研究） 

第５条 教育委員会は，ＣＳモデル事業の実施に関する次に掲げる事項について，

調査研究を行う。 

(1) モデル校における地域協議会及び運営協議会の一体的な実施に関すること 

(2) 運営協議会の役割に関すること 

 (3) 運営協議会の委員の任命及び報酬に関すること 

(4) 運営協議会の会議における議事及び協議等に関すること 

 (5) 運営協議会の庶務に関すること 

(6) モデル校以外の学校における地域と連携した教育活動及び地域協議会の会 

議並びに活動の充実に関すること 

２ モデル校及びその運営協議会は，ＣＳモデル事業の検証等に協力するものとす

る。 

別 紙 ２ 
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３ モデル校及びその運営協議会は，教育委員会の求めに応じて，ＣＳモデル事業

に関する意見を述べるものとする。 

（外部機関の諮問） 

第６条 教育委員会は，ＣＳモデル事業に関し，前条第３項の規定によるほか，運

営協議会の試行的導入事業に係る検討会議（以下「検討会議」という。）から意見

を聴取するものとする。 

２ 検討会議は，第２条の目的を達成するため，前項に規定する意見を述べるほか，

教育委員会に対して随時必要な助言を行うものとする。 

３ 検討会議の設置については別に定める。 

(補則) 

第７条 この要綱に定めるもののほか，ＣＳモデル事業に関し必要な事項は別に定

める。 

   制定文 

 この要綱は，令和６年４月１日から適用する。 
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宇都宮市学校運営協議会の試行的導入事業における学校運営協議会の

設置等に関する要領 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は，宇都宮市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が

行う学校運営協議会の試行的導入事業（以下「ＣＳモデル事業」という。）

において学校運営協議会の試行的導入事業の実施に関する要綱第７条の規

定に基づき，同要綱第３条に規定する学校（以下「モデル校」という。）に

試行的に設置する学校運営協議会（以下「運営協議会」という。）について，

必要な事項を定めるものとする。 

（運営協議会の役割） 

第２条 運営協議会は，学校運営及び当該運営への必要な支援に関して協議

する機関として，教育委員会及びモデル校の校長の権限と責任の下，保護

者及び地域住民等の学校運営への参画や，保護者及び地域住民等による学

校運営への支援・協力を促進することにより，学校と保護者及び地域住民

等との信頼関係を深め，学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組む

ものとする。 

２ 前項の場合において，運営協議会は，主に宇都宮市魅力ある学校づくり

地域協議会活動推進事業実施要綱第４条第２項第１号に規定する「活力あ

る学校づくりへの参画」に取り組むものであり，モデル校の魅力ある学校

づくり地域協議会（以下「地域協議会」という。）が取り組む同要綱第４条

第２項第２号から第４号までに規定する事業との一体的な推進を図るため，

当該モデル校の地域協議会と連携を図るものとする。 

（設置） 

第３条 教育委員会は，宇都宮市学校運営協議会試行的導入事業の実施に関

する要綱第３条の規定により指定されたモデル校に，運営協議会を置くも

のとする。 

２ 運営協議会の設置期間は,原則として，設置の日から令和８年度末まで

とする。 

３ 前項の規定にかかわらず，教育委員会が必要と認めるときは，運営協議

会の設置期間を変更することができる。 

（学校運営に関する基本方針の承認） 

第４条 モデル校の校長は，次に掲げる事項について毎年度基本的な方針を

作成し，運営協議会の承認を得るものとする。 

 (1) 教育目標及び学校経営の方針に関すること 

 (2) 教育課程の編成の方針に関すること 

 (3) その他，モデル校の校長が必要と認める事項 

２ モデル校の校長は，前項で承認された基本的な方針に従って学校運営を

行うものとする。 

別 紙 ３ 
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（学校運営等に関する意見の申出） 

第５条 運営協議会は，モデル校における学校運営に関する事項について，

教育委員会又はモデル校の校長に対して，意見を述べることができる。 

２ 運営協議会は，前条に定める基本的な方針の実現に資する職員の配置に

関する意見（特定の個人に関するものを除く。）を，教育委員会を経由し，

栃木県教育委員会に対して述べることができる。 

３ 運営協議会が前２項の規定により教育委員会に意見を述べるときは，あ

らかじめモデル校の校長の意見を聴いた上で，モデル校の校長を経由して

行うものとする。 

（学校の運営に関する評価） 

第６条 運営協議会は，モデル校の教育活動その他の学校運営の状況につい

て，モデル校ごとに毎年度１回以上の評価を行うものとする。 

２ 前項で行う評価は，宇都宮市立学校の管理運営に関する規則第３６条に

規定する学校の自己評価及び学校関係者評価の結果を踏まえて行うものと

する。 

（住民等の参画の促進等のための情報提供） 

第７条 運営協議会は，モデル校の運営について，保護者及び地域住民等の

理解，協力，参画等を促進するため，協議の結果に関する情報を積極的に

提供するよう努めるものとする。 

（委員の委嘱） 

第８条 運営協議会の委員は，原則として，モデル校の地域協議会の委員か

らモデル校の校長が推薦し，教育委員会が委嘱する。 

２ モデル校の校長は，前項に掲げる者以外も，必要に応じて運営協議会の

委員（以下「委員」という。）として推薦することができる。 

３ 委員の任期は，委嘱の日から当該年度の末日までとし，再任を妨げない。 

４ 委員の任期途中の解嘱により，新たに委嘱された委員の任期は，前任者

の残任期間とする。 

（委員の謝金） 

第９条 委員の謝金は年額１２，０００円とする。 

２ 前項の規定によらず，次の場合の謝金の額は，その在職月数を基礎とし

て月割りにより計算した額とする。 

(1) 委員の任期が１２か月に満たない場合。 

(2) 委員が任期の途中において解嘱又は死亡した場合。 

（守秘義務等） 

第１０条 委員は，職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。そ

の職を退いた後も同様とする。 

２ 委員は，次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) モデル校及びその運営協議会の運営に著しく支障をきたす言動を行

うこと。 

(2) その他，委員としてふさわしくない行為を行うこと。 
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（会長及び副会長） 

第１１条 運営協議会に，会長１名及び副会長若干名（モデル校の校長を含

む。）を置くものとし，原則として，モデル校の地域協議会の同職名の者が

兼ねるものとする。 

２ 会長は，運営協議会を代表し，会務を総理する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，あらかじめ会長が

指名する副会長がその職務を代理する。 

４ 任期は，委嘱の日から当該年度の末日までとし，再任を妨げない。 

（会議） 

第１２条 運営協議会の会議は，会長が招集し，その議長となる。ただし，

委員の解嘱などのために会長及び副会長を置いていない期間に招集する会

議は，モデル校の校長が招集し，その議長となる。 

２ 運営協議会は，委員の半数以上が出席しなければ，会議を開くことがで

きない。 

３ 運営協議会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは

会長の決するところによる。 

４ 第１項の規定にかかわらず，会長は，災害の発生，感染症のまん延の防

止その他の理由により，会議を招集することができないその他やむを得な

い理由があると認めるときは，議事の概要を記載した書面又は電磁的記録

（電子的方式，磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができ

ない方式で作られた記録をいう。以下同じ。）を運営協議会の各委員に回付

し，会議に替えることができる。 

５ 第２項及び第３項の規定は，前項の場合について準用する。この場合に

おいて，第２項中「運営協議会は」とあるのは「運営協議会の審議は」と，

「出席しなければ会議を開くことができない」とあるのは「書面又は電磁

的記録により回答しなければ，成立しない」と，第３項中「出席」を「書

面又は電磁的記録による回答を」と読み替えるものとする。 

（会議の公開） 

第１３条 運営協議会の会議は，公開する。ただし，運営協議会が特別の事

情があると認める場合は，この限りでない。 

２ 運営協議会の会議を傍聴しようとする者は，あらかじめ，会長に申し出

なければならない。 

３ 傍聴人は，会議の進行を妨げる行為をしてはならない。 

（研修及び支援） 

第１４条 教育委員会は，委員（予定者を含む。）に対して，運営協議会及び

委員の役割，責任等について正しい理解を促すため，必要と認めた時又は

運営協議会の求めがあったときは，研修その他の必要な支援を行うものと

する。 

（運営協議会の適正な運営を確保するために必要な措置） 

第１５条 教育委員会は，運営協議会の運営状況について的確に把握し，必
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要に応じて，指導及び助言を行うとともに，運営協議会の運営が適正を欠

くことによってモデル校の運営に現に支障が生じ，又は生ずるおそれがあ

ると認められる場合には，運営協議会の適正な運営を確保するための措置

を講ずるものとする。 

２ 教育委員会及びモデル校の校長は，運営協議会が適切な合意形成を行う

ことができるよう，必要な情報提供に努めなければならない。 

（委員の解嘱） 

第１６条 教育委員会は，委員が次の各号のいずれかに該当するときは，そ

の委員を解嘱することができる。 

(1) 委員から辞嘱の申出があったとき。 

(2) 第１０条（第１項後段を除く。）の規定に違反したとき。 

(3) 心身の故障のため職務を執行することができないと認められるとき。 

(4) その他解嘱に相当する事由が認められるとき。 

２ モデル校の校長は，委員が前項各号のいずれかに該当すると認めるとき

は，速やかに教育委員会に報告しなければならない。 

（補則） 

第１７条 この要領に定めるもののほか，運営協議会の設置等に関し必要な

事項は別に定める。 

制定文 

 この要領は，令和６年４月１日から適用する。 
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報告第４号 

   「トマト料理コンクール」最優秀賞受賞作品の販売について 

 「トマト料理コンクール」最優秀賞受賞作品の販売について，次のように報告する。 

  令和７年１月２０日提出 

 

宇都宮市教育委員会    

教育長 小堀 茂雄   

 

 別紙のとおり 
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「トマト料理コンクール」最優秀賞受賞作品の販売について 

 

◎ 趣旨 

  令和６年度「トマト料理コンクール」最優秀賞受賞作品を，ＪＡうつのみやの協力の下，

宇都宮市産トマトを使用し，障がい者支援施設が販売することについて報告するもの 

 
１ 販売内容 

・ 児童生徒が食への興味・関心を高められるよう，小・中学生を対象に開催した「トマ

ト料理コンクール」において，最優秀賞を受賞した「大葉香る肉巻きトマトチーズがけ」

を，障がい者支援施設である「チャレンジドファーム宇都宮」が販売する。 

・ ＪＡうつのみやの協力により，宇都宮市産トマトを使用する。 

２ 販売日 

  令和７年２月４日（火）午前１１時から午後１時 

      ２月７日（金）午前１０時から午後２時３０分 

   ※ なくなり次第終了 

３ 販売場所 

  障がい者支援施設等製品販売所「わく・わくショップＵ」（市役所１階） 

４ 販売数・販売価格 

弁当のおかずとして，各日４０個販売予定，価格５００円（税込） 

 

 〔参考〕トマト料理コンクール入賞作品 

   料理名 レシピ考案者 学校名・学年 

最優秀賞 大葉香る肉巻きトマトチーズがけ 柳  実那 泉が丘中 ・２年 

優秀賞 
栄養満点！もぐもぐ！美味しい！トマト炒め！ 小野寺莉愛 瑞穂野中 ・３年 

疲労回復！トントマしょうが焼き 大井 天 豊郷中  ・３年 

審査員 

特別賞 
ジューシー！油揚げのトマト肉詰め 大島 隆矢 横川西小 ・３年 

佳作 

（点数順） 

ごはんが進む！枝豆とコーンのトマト丼 仁平 隼弥 ゆいの杜小・６年 

激ウマ！！トマト麻婆豆腐 小田 瑛翔 峰小   ・６年 

豚しゃぶの濃厚トマトソースがけ 関川 柚香 作新学院中・２年 

リコピンたっぷりジャ～ライス 
長島 愛奈 

長島 芽愛 

豊郷中  ・２年 

豊郷中央小・５年 

※ 入賞作品は，受賞者の在籍校など，一部の学校において給食での提供を予定 

〔最優秀賞作品弁当イメージ〕 〔大葉香る肉巻きトマトチーズがけ〕 

報告第４号 
別   紙 
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通学区域弾力化制度等による令和７年度入学者の募集結果について 

 

 

１ ライトラインを利用した通学区域弾力化制度 

（１）申請状況 

・募集期間 令和６年１０月１日（火）～令和７年１月１５日（水） 

・申請者数 新１年生２名（今泉小，泉が丘小） 

   ※隣接校との通学区域弾力化制度による平石中央小への申請者 

      新１年生２名（石井小，陽東小） 

 

（２）対応 

・ 隣接校との通学区域弾力化制度による申請者も含め，すべての申請者に

ついて入学を承認した。 

・ より多くの児童を確保するため，募集人数に達していない全ての学年に

おいて二次募集を行う。 

① 募集期間 令和７年１月１６日（木）～３月７日（金） 

② 募集内容 下表の人数を募集し，先着順で入学を承認する。 

学年 新１ 新２ 新３ 新４ 新５ 新６ 

募集人数 ５名 ３名 ３名 ８名 １４名 １３名 

    

   ○平石中央小学校 

学年 
募集人数 

（当初） 

募集人数 

（最終）※１ 

申請者総数※２ 

(うちﾗｲﾄﾗｲﾝ

利用申請者) 

対応 

新１ ６名程度 ９名 ４(２)名 全員入学承認 
二
次
募
集
実
施 

新２ ３名程度 ３名 ０名 ― 

新３ ３名程度 ３名 ０名 ― 

新４ ９名程度 ８名 ０名 ― 

新５ １４名程度 １４名 ０名 ― 

新６ １３名程度 １３名 ０名 ― 

計   ４(２)名  

   ※１：令和７年１月１５日時点の在校生数等（学区内児童等）から算出し

た最終的な募集人数 

※２：「ライトラインを利用した通学区域弾力化制度」と「隣接校との通

学区域 弾力化制度」（石井小，陽東小⇒平石中央小）による申請者

の合計 

 

  

その他（１） 
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２ 隣接校との通学区域弾力化制度 

（１）申請状況 

・募集期間 令和６年１０月１日（火）～令和７年１月１５日（水） 

・申請者数 小学校 新１年生 ８名 

      中学校 新１年生 ３名，新３年生 １名 

 

（２）対応 

・全ての申請者について入学を承認した。 

校種 相手校 受入校 学年 申請者数 計 

小学校 富士見小 西原小 新１ １名  ８名 

石井小 平石中央小 新１ １名  

明保小 桜小 新１ １名  

横川東小 瑞穂野北小 新１ １名  

陽東小 平石中央小 新１ １名  

五代小 雀宮南小 新１ ２名  

ゆいの杜小 清原中央小 新１ １名  

中学校 陽西中 城山中 新１ ２名  ４名 

清原中 陽東中 新１ １名  

豊郷中 田原中 新３ １名  

 

（３）国本西小における通学区域弾力化制度の弾力的運用について 

・ 入学相談会の開催や周辺幼稚園における案内の配布など，周知を進めて

きたところであるが，現時点で申請者がいないことから，募集期間を令

和７年３月７日（金）まで延長する。 

 ⇒市ホームページや「教えて！ミヤリー」への掲載，庁舎内のチラシの

掲示により周知を図る。 
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３ 小規模特認校制度 

（１）申請状況 

・募集期間 令和６年１０月１日（火）～令和７年１月１５日（水） 

・申請者数 清原北小 新１年生９名，新２年生１名 

      城山西小 新１年生９名，新４年生１名，新５年生１名 

 

（２）対応 

○ 清原北小学校 

・ すべての申請者について入学を承認した。  

※新１年生への対応について 

募集人数（最終）を上回る申請者数であるが，全てを受け入れたと

きの全校児童数（１１３名）が１２０名を超えず，教育活動上支障が

ないことから，入学を承認することとする。 

・ 募集人数に達していない学年については，より多くの児童を確保する

ため，二次募集を行う。 

① 募集期間 令和７年１月１６日（木）～３月７日（金） 

② 募集内容 下表内容により募集し，先着順で入学を承認する。 

学年 新１ 新２ 新３ 新４ 新５ 新６ 

募集人数 ― ５名 １名 ― ４名 ― 

   

学年 
募集人数

（当初） 

募集人数 

（最終）※１ 
申請者数 対応 

新１ ９名程度 ７名 ９名 全員入学承認 ― 

新２ ６名程度 ６名 １名 全員入学承認 二次募集実施 

新３ ２名程度 １名 ０名 ― 二次募集実施 

新４ ― ― ― ― ― 

新５ ４名程度 ４名 ０名 ― 二次募集実施 

新６ ― ― ― ― ― 

計 １０名  

※１：令和７年１月１５日時点の在校児童数等（学区内児童と特認校制度

利用児童等）を踏まえて算出した最終的な募集人数 
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○城山西小学校 

・ すべての申請者について入学を承認した。 

・ 募集人数に達していない学年については，より多くの児童を確保する

ため，二次募集を行う。 

① 募集期間 令和７年１月１６日（木）～３月７日（金） 

② 募集内容 下表内容により募集し，先着順で入学を承認する。 

学年 新１ 新２ 新３ 新４ 新５ 新６ 

募集人数 １名 ― ４名 ― ― ５名 

 

学年 
募集人数 

（当初） 

募集人数 

（最終）※１ 
申請者数 対応 

新１ １２名程度 １０名 ９名 全員入学承認 二次募集実施 

新２ ― ― ― ― ― 

新３ ４名程度 ４名 ０名 ― 二次募集実施 

新４ １名程度 １名 １名 全員入学承認 ― 

新５ １名程度 １名 １名 全員入学承認 ― 

新６ ５名程度 ５名 ０名 ― 二次募集実施 

計 １１名  

※１：令和７年１月１５日時点の在校生数等（学区内児童と特認校制

度利用児童等）を踏まえて算出した最終的な募集人数 

 



 

 

 

 

 

 

令和７年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどいの実施結果ついて 

 

 
１ 出席状況 

  平成１６年４月２日～平成１７年４月１日の間に生まれた本市在住者 
 

 
令和７年(令和６年度) 令和６年(令和５年度) 

 
該当者 出席者 該当者 出席者 

総数 ５，６４８人 ４，０４６人 ５，４９５人 ３，９２７人 

出席率 ７１．６％ ７１．５％ 

 
 
２ 実施結果 

・ 宇都宮東武ホテルグランデなど，ホテル・結婚式場で１７中学校開催のほか宇都宮

駅東交流拠点施設（ライトキューブ宇都宮）で８中学校開催した。  
・ 今年度より電子受付システムを導入し，前日までに推定出席者数（３，９５３人）の

うち９６．４％の新成人が参加申込みを行ったことにより，入場をスムーズに行う

ことができた。新成人や地域の実施委員からのアンケートでも便利になったと好評

であった。 
・ 電子受付システムを導入し，参加者のメールアドレスを取得できたことにより，イ

ンフルエンザの急激な増加に伴う注意喚起を参加者にお知らせすることができた。 

※参考 裏面 「令和７年二十歳を祝う成人のつどいの会場一覧」 

 
 
 
  

その他（２） 



 

 

 

 

 

 

開催日 令和７年１月１２日（日曜日） 

開催時間 午前開催 午後開催 

受付 午前９時３０分～１０時 午後１時３０分～２時 

式典等 午前１０時～ 午後２時～ 
 

中学校区など 
会場 

午前開催 午後開催 

一条中学校区  ライトキューブ宇都宮 

陽北中学校区 
 栃木県立のざわ特別支援学校 
 栃木県立わかくさ特別支援学校 

 ホテル東日本宇都宮 

旭中学校区 ライトキューブ宇都宮  

陽南中学校区 ベルヴィ宇都宮  

陽西中学校区 
 作新学院中等部 

宇都宮短期大学附属中学校 
 文星芸術大学附属中学校 
 栃木県立盲学校 
 栃木県立聾学校 
 宇都宮大学教育学部附属特別支援学校 

 ライトキューブ宇都宮 

星が丘中学校区 東武ホテルグランデ  

陽東中学校区 
 宇都宮東高等学校附属中学校 

ライトキューブ宇都宮  

泉が丘中学校区  ライトキューブ宇都宮 

宮の原中学校区 ライトキューブ宇都宮  

清原中学校区 
 宇都宮海星女子学院中学校 

 ライトキューブ宇都宮 

横川中学校区  Cotoneau 

瑞穂野中学校区 Cotoneau  

豊郷中学校区 ホテル東日本宇都宮  

国本中学校区  ホテル東日本宇都宮 

城山中学校区  コンセーレ 

晃陽中学校区 
 栃木県立富屋特別支援学校 

コンセーレ  

姿川中学校区 ホテルニューイタヤ  

雀宮中学校区 ホテルニューイタヤ  

鬼怒中学校区 ライトキューブ宇都宮  

宝木中学校区 
 宇都宮大学教育学部附属中学校 

 東武ホテルグランデ 

若松原中学校区  ベルヴィ宇都宮 

上河内中学校区 ホテルマイステイズ宇都宮  

古里中学校区 ホテル東日本宇都宮  

田原中学校区  ホテル東日本宇都宮 

河内中学校区 
 栃木県立岡本特別支援学校 

ホテル東日本宇都宮  

令和７年宇都宮市二十歳を祝う成人のつどい 会場一覧 
参考 



 

 

令和６年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の受賞について 

 

◎ 趣旨  

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の決定について，報告するもの 

 

１ 優良 PTA 文部科学大臣表彰の概要 

文部科学省では、PTA の健全な育成、発展に資することを目的として、PTA

の本来の目的・性格に照らし、優秀な実績を挙げている PTA を表彰している。 

 

２ 受賞について 

⑴ 受賞団体 

宇都宮市立一条中学校 PTA 

⑵ 選考理由 

･ ＰＴＡ活動が一部の会員のみではなく，会員全体で組織的に取り組まれ

ている。一方で，共働き家庭やひとり親家庭への対応や教員の働き方改革

など，家庭や学校を取り巻く環境の変化に対応した様々な工夫がされてい

る。  

･ デジタル技術を活用した事務受付を実施し，ＰＴＡ及び教員の負担軽減

につなげている。  

･ ＰＴＡで発行している広報紙に積極的に取り組み，コロナ禍においても

途切れることなく発行し，地域への重要な情報発信ツールとなっている。  

･ 生徒やＰＴＡ，地域協議会の委員で議論する「地域未来会議」において，

生徒からの提言で始まった事業にＰＴＡとして積極的に協力し，生徒と地

域の方々の交流の場を創出することに寄与している。 

 

⑶ 表彰式 

  日時 令和７年２月２８日（金）１０：３０〜１１：００ 

  場所 文部科学省東館 ３階 第一講堂 

（東京都千代田区霞が関３－２－２）  

 ※対面とオンライン配信を組み合わせて実施します。 

  

その他（３） 



第１１回 蓮生記念全国競技かるた宇都宮大会の開催結果について 

 

１ 大会概要 

⑴日 時   ①令和６年 ９月 ８日（土）午前９時３０分～午後７時００分（Ｅ級） 

②令和６年１０月２６日（土）午前９時３０分～午後９時００分（Ａ～Ｄ級） 

⑵会 場   ①ユウケイ武道館   

②ブレックスアリーナ宇都宮（宇都宮市体育館） 

⑶主 催  宇都宮かるた会，うつのみや百人一首市民大会実行委員会 

⑷公 認  一般社団法人全日本かるた協会 

⑸後 援  宇都宮市，宇都宮市教育委員会 

⑹参 加  主に関東支部や隣接県に在住している方で，９８３名（Ａ～Ｄ級：８３９名 

Ｅ級：１４４名）の申込があり，当日は，９０５名（Ａ～Ｄ級：７８４名 

Ｅ級：１２１名）が参加し，各段の昇段（４段以上のＡ級，３段のＢ級，２段の 

Ｃ級，初段のＤ級，初段を志すＥ級）を目指し，腕を競い合った。 

【参考】R５申込：921 人 当日参加：846 人 

R４申込：751 人 当日参加：441 人 

R１申込：1,262 人 当日参加：1,030 人 

 

２ 競技結果 

Ａ級 優勝 神宮 優理 群馬県高文連・中央中等教育学校 

１５３名 優勝 中川 琢馨 ことのは会 

  優勝 田中 雅貴 千葉漣かるた会 

  準優勝 秋元 幸多 東京大学かるた会 

  準優勝 中山 拓海 東京大学かるた会 

  準優勝 朝日 雄大 早稲田大学かるた会 

Ｂ級-１ 優勝 松下 卓央 東京大学かるた会 

５５名 準優勝 廣瀬 史織 川崎かるた会 

Ｂ級-２ 優勝 織田 愛乃 筑波大学歌留多部 

５８名 準優勝 相馬 彩愛 千葉しらつゆ会 

Ｂ級-３ 優勝 結城 美桜 あけのほし 

５５名 準優勝 江原 慶吾 千葉しらつゆ会 

Ｂ級-４ 優勝 曾我 美智子 早稲田大学かるた会 

５４名 準優勝 吉田 唯葉 ひさかた会 

Ⅽ級-１ 優勝 道副 龍乃介 東京大学かるた会 

２７名 準優勝 木暮 陸斗 新田かるた会 

Ⅽ級-２ 優勝 石川 舞 宇都宮かるた会 

２８名 準優勝 山田 百恵 栃木県高文連・宇都宮女子高校 

Ⅽ級-３ 優勝 青木 仁美 神奈川県高文連・横浜平沼高校 

２４名 準優勝 後藤 晴喜 仙台鵲会 

Ⅽ級-４ 優勝 金子 心咲 群馬県高文連・高崎女子高校 

２６名 準優勝 渡辺 那奈 法政大学かるた会 

Ⅽ級-５ 優勝 南原 佳奈 大宮さくら会 

２６名 準優勝 石井 友基 法政大学かるた会 

その他（４） 



Ⅽ級-６ 優勝 小野田 光希 青稜かるた会 

２７名 準優勝 橋本 愛乃 茨城県高文連・鉾田第一高校 

Ⅽ級-７ 優勝 大谷 歩美 千葉しらつゆ会 

２７名 準優勝 宇野 瑠華 早稲田大学かるた会 

Ⅽ級-８ 優勝 木村 咲月 東京大学かるた会 

２７名 準優勝 金森 夢夏 埼玉県高文連・春日部女子高校 

Ⅾ級-１ 優勝 平田 遥花 栃木県高文連・宇都宮女子高校 

２９名 準優勝 菅谷 莉子 茨城県高文連・鉾田第一高校 

Ⅾ級-２ 優勝 楊 弘毅 東京大学かるた会 

２９名 準優勝 橋本 咲良 早稲田大学かるた会 

Ⅾ級-３ 優勝 渡邉 洸太朗 明治大学かるた会 

３０名 準優勝 大関 惟叶 栃木県高文連・宇都宮中央高校 

Ⅾ級-４ 優勝 大川 真侑 府中白妙会 

２７名 準優勝 杉田 澪 安積黎明かるた会 

Ⅾ級-５ 優勝 小西 里佳 あけのほし 

２８名 準優勝 青木 恵 埼玉県高文連・浦和第一女子高校 

Ⅾ級-６ 優勝 池亀 あかり 埼玉県高文連・春日部共栄高校 

２７名 準優勝 原田 理央 栃木県高文連・宇都宮高校 

Ⅾ級-７ 優勝 根本 果凜 府中白妙会 

２７名 準優勝 馬路 彗寿 栃木県高文連・宇都宮高校 

Ｅ級-１ 優勝 伊藤 広樹 府中白妙会 

１３名 準優勝 内田 琳 東洋大学かるた会 

Ｅ級-２ 優勝 松田 虹香 埼玉県高文連（埼玉県立浦和第一女子高等学校） 

１４名 準優勝 伊藤 祐京 ちはやふる富士見 

Ｅ級-３ 優勝 大川 真侑 府中白妙会 

１４名 準優勝 吉村 文音 宇都宮かるた会 

Ｅ級-４ 優勝 青山 聡汰 栃木県高文連（宇都宮中央高等学校） 

１１名 準優勝 益子 杏菜 栃木県高文連（栃木県立宇都宮女子高等学校） 

Ｅ級-５ 優勝 砂川 愛佳 府中白妙会 

１３名 準優勝 三浦 凜太郎 栃木県高文連（栃木県立宇都宮高等学校） 

Ｅ級-６ 優勝 村上 美沙 栃木県高文連（栃木県立宇都宮女子高等学校） 

１３名 準優勝 塩谷 心彩 栃木県高文連（栃木県立宇都宮女子高等学校） 

Ｅ級-７ 優勝 大野 友楓 栃木県高文連（栃木県立宇都宮女子高等学校） 

１４名 準優勝 小川 登夢 一橋大学かるた会 

Ｅ級-８ 優勝 大関 惟叶 栃木県高文連（宇都宮中央高等学校） 

１４名 準優勝 酉田 陽若 栃木県高文連（栃木県立宇都宮女子高等学校） 

Ｅ級-９ 優勝 白石 航大 栃木県高文連（栃木県立宇都宮高等学校） 

１５名 準優勝 井出 愛美流 群馬県高文連（健大高崎高校） 

 

 

 

 



第１１回 蓮生記念全国競技かるた宇都宮大会の様子 

 

【Ａ級】 

 

【Ｂ～Ｄ級】 

 

 
 



 

【Ｅ級】 

 

 
 



第３０回 うつのみや百人一首市民大会の開催結果について 

 

１ 大会概要 

⑴日時  令和６年１１月１０日（日）午前８時３０分～午後４時００分 

      ※衆議院総選挙の実施により，当初大会日程の１０月２７日から変更 

 

⑵会場  ブレックスアリーナ宇都宮（市体育館） 
  

⑶主催  うつのみや百人一首市民大会実行委員会， 

栃木県高等学校文化連盟小倉百人一首かるた専門部会， 

宇都宮・河内地区中学校文化連盟 

 

⑷協賛  宇都宮かるた会，宇都宮市小学校教育研究会，日本郵便株式会社， 

栃木県中部郵便局長会，宇都宮市内郵便局，栃木県かるた協会，株式会社オオミヤ， 

宇都宮ライトレール株式会社，株式会社立地評価，株式会社松井ピ・テ・オ・印刷， 

合同会社ＢＯＭ，宇都宮徽章製作所，株式会社岸和田商会，株式会社五光， 

株式会社大石天狗堂，ミヤ・ジャズイン実行委員会 
 

 ⑸後援  栃木県教育委員会，宇都宮市民憲章推進協議会，宇都宮市文化協会， 

株式会社下野新聞社，株式会社栃木リビング新聞社，株式会社とちぎテレビ， 

NHK 宇都宮放送局，宇都宮ケーブルテレビ株式会社，株式会社栃木放送， 

株式会社エフエム栃木，タウン情報もんみや，宇都宮コミュニティＦＭ ミヤラジ 
 

⑹協力  栃木県立宇都宮白楊高等学校 
  

⑺参加  １０３チーム，５１５名から申込があり，当日は８８チーム，４２４人が参加 

【参考】R5 申込は８５チーム（４２２人），参加は８０チーム（３９５人） 

R4 申込は７８チーム（２９９人），参加は７７チーム（２８４人） 

R1 申込は１４５チーム（７６８人），参加は１４３チーム（７２１人） 

          ※R2，3 はコロナ禍により開催なし 

 

２ 競技結果 

区分 部門 順位 チーム名・選手名 所属 

団体戦 小学生下学年部門 優勝 たわらっ子３年 田原小学校 

準優勝 清原北小 KASA③ 清原北小学校 

第３位 ふぞくファイターズ 宇都宮大学共同教育学部附属

小学校 

小学生上学年部門 優勝 チームリゲル 五代小学校 

準優勝 東小すみのえ 東小学校 

第３位 春夏秋東朝昼晩 東小学校 

第４位 ごだいめばんちょー 宇都宮大学共同教育学部附属

小学校 

中学生部門 優勝 向日葵 陽北中学校 

準優勝 愛がいちばん 瑞穂野中学校 

第３位 じがだらが 姿川中学校 

その他（５） 



高校生部門 優勝 学ラン高校生 宇都宮高等学校 

準優勝 鳳梨 宇都宮女子高等学校 

第３位 ごんざぶろう 宇都宮女子高等学校 

第４位 マンゴーソーダ 宇都宮短期大学附属高等学校 

第５位 うきうききうい 宇都宮女子高等学校 

ファミリー部門 優勝 ＭＴＣ   

準優勝 レインボータイガー   

第３位 合わせて５段   

ファミリー初級部門 優勝 ふくからに   

準優勝 Ｂｉｒｄ３   

第３位 東小マザーズＣ   

第４位 ぽすくまーず   

第５位 陽南ファイターズ   

個人戦 

初級ク

ラス 

経験者部門 優勝 内山 季方   

準優勝 山田 陽葵   

第３位 岸上 真子   

初心者部門 優勝 大蔵 和花   

準優勝 福田 優花   

第３位 福富 知子   

第４位 華山 栄実里  

第５位 山本 悠稀  

 

３ その他 

小学生上学年部門の上位４校については，１２月１４日（土）に大運寺檀信徒会館（材木町４

－６）にて開催した「第１４回うつのみや百人一首グランプリ決定戦」に出場した。 

【競技結果】優勝：東小，準優勝：五代小，３位：宇大附属小，４位：姿川第一小 

 

第３０回 うつのみや百人一首市民大会の様子 

 



第26回 第25回 比較増減 第26回 第25回 比較増減

ポスター原画展 365点 330点 + 35点

学校美術展 612点 604点 + 8点

学校書道展 10/25-10/29
市文化会館

展示室
1,165点 1,179点 - 14点 3,542人 3,512人 + 30人

学校音楽祭 9/20・28
市文化会館
大ホール

54団体 52団体 + 2団体 2,000人 1,800人 + 200人

10/25-26
(小中学校）

市文化会館
小ホール

8団体 8団体 ± 0団体

10/12-13
（高等学校）

市文化会館
小ホール

9団体 8団体 + 1団体

ジュニア音楽祭 10/27
市文化会館
大ホール

3団体 3団体 ± 0団体 263人 252人 + 11人

ジュニア文芸 11/30発刊 24,880点 24,692点 + 188点 17,326人 17,100人 + 226人

27,022点 26,805点 + 217点

74団体 71団体 + 3団体

+ 178人

第２６回（令和６年度）うつのみやジュニア芸術祭事業報告について

事業名 期日／期間 会 場

出品数及び参加団体数
観覧者数

（文芸は応募者）

10/4-8 2,179人
市文化会館

展示室
2,357人

■目的
　　次代を担う青少年を対象とした芸術祭を開催することで，青少年の芸術文化に対する意識の高揚
　を図るとともに，本市芸術文化の振興を担う人材を育成する。

+ 745人

学校演劇祭 1,000人 900人 + 100人

合　　計 26,488人 25,743人

表彰式 11/30
市役所

14大会議室

その他（６）



 

 

第２６回うつのみやジュニア芸術祭事業写真 
～ ギャラリー部門 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ホール部門 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校美術展 

ポスター原画展 

～ 文芸部門 ～ 

学校書道展 

ジュニア音楽祭 

学校音楽祭 学校演劇祭 

ジュニア文芸作品集 



小松流新囃子みはらお囃子連 

富屋小児童の民話語り 

（富屋小学校) 

上横倉の獅子舞保存会 逆面子ども獅子舞・お囃子 

（田原小学校） 

伝統文化フェスティバルの結果報告について 

１ 開催日 令和６年１０月５日（土） 午前１０時～午後３時１０分 
２ 会 場 ろまんちっく村（村の大テントとその周辺） 
３ 主 催 宇都宮伝統文化連絡協議会 
４ 内 容  

 ①ステージ発表 

・上横倉の獅子舞保存会 （富屋小学校） 

・逆面子ども獅子舞・お囃子（田原小学校）  

・小松流新囃子みはらお囃子連（小・中学生） 

・小松東雲流今泉駅東子どもお囃子連（小・中学生） 

・富屋小児童の民話語り（富屋小学校） 

・宇都宮伝統文化連絡協議会会員による民話語り 

・天下一関白流神獅子（逆面獅子舞愛好会） 

・宇都宮旧小門町吉兵衛流五段囃子保存会 

 ②試食・体験ブース 

・ふくべ細工絵付け体験   ・黄ぶなの絵付け体験 ・ミニ太鼓ストラップ作り体験 

・伝統食試食        ・もち試食      ・黄ぶな作り（フェルト） 

・大谷石細工体験      ・ミニぞうり作り体験  

５ 結果  

（１）来場者数：約９００人  

（２）伝統文化関係参加団体数及び人数 

    ２１団体  １３７人 

（３）児童生徒出演状況 

  上横倉の獅子舞保存会 （富屋小学校）  ３名 

逆面子ども獅子舞・お囃子（田原小学校）１０名 

小松流新囃子みはらお囃子連      １２名 

小松東雲流今泉駅東子どもお囃子連    ５名 

富屋小児童の民話語り          ５名 

                   合計３５名 

   

 

その他（７） 



 

 

その他（８）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















 

 

第３８回宇都宮マラソン大会開催結果について 

 

１ 大会概要  

⑴  日  時  令和６年１１月１７日（日） 

⑵  会  場  清原中央公園及び清原工業団地周辺道路 
⑶  日  程  開会式  午前８時２０分 

          スタート  午前９時００分～午前１０時５５分 
               クラス別順次スタート 

          閉会宣言  午後１時３０分  
 ⑷ 開催方法  ・定員数  ５，１００人 

         ・コース  昨年から変更なし 

         ・計測方法 ネット方式（ＧＰＳセンサーによる計測） 
         ・その他  ゲスト（Ｕ字工事・大島美幸）による 

  ステージイベント 

 

２ 参加状況 

⑴  申込・出走 

距離 区 分 
定 員 

（人） 

申込者 

（人） 
申込率 

参加者

（人） 
参加率 

２km 親子ペア 1,500 1,364 90.9%  1,298 95.2% 

３km 小学高学年 400 406 101.5% 388 95.6% 

５km 
中学生 200 163 81.5%  151 92.6% 

一般 800 769 96.1%  694 90.2% 

１０km 一般 1,200 1,179 98.3%  1,093 92.7% 

ハーフ 一般 1,000 1,048 104.8% 949 90.6% 

合計 5,100 4,929 95.5% 4,573 92.8% 

（参考）申込件数     4,247 件 ※親子ペアマラソンは２人で 1 件計算 

 

⑵  地域別申込件数 

  市  内 県内(市外) 県  外 合  計 

申込件数 2,458 908 881 4,247 

比  率 57.9％ 21.4％ 20.7％ 100％ 

 

⑶  最高齢者  

男性８９歳（群馬県前橋市 ５ｋｍ） 

   女性８４歳（宇都宮市 ５ｋｍ） 

 

⑷  遠隔地者 

   北＝北海道  南＝熊本県 

 

その他（９） 



 

 

３  ゲストステージイベント等について 

・ マッスルエイト（パフォーマンスグループ）ステージ 

・ Ｕ字工事 ステージ・トークショー 

・ 大島美幸 トークショー 

・ 抽選会プレゼント贈呈式 

 

４ 今年度の総括と来年度に向けた取組 

⑴  今年度の総括 

 前回大会を大幅に超える約 5,000 名からの申し込みをいただき，定員を

超えるクラスも見られた。 

 ゲストによるトークショーなどの会場を盛り上げるイベントを引き続

き行い，ランナー以外も楽しめる大会の開催を目指していく。 

 

⑵  来年度に向けた取組 

 ・ 引き続き小・中学生の申し込み増加に向け周知・広報の手法を検討し 

  ていく 

 ・ ライトライン利用者が停留所と会場を往来する際に歩道が混雑し， 

  ランナーと接触する危険性があるため，乗客が降車後に停留所に滞留 

  しないための動線や，参加者の会場までの誘導方法等，安全に運営す 

  る方法を検討していく。 

 

 

 

 



 

 

 参考  

大会成績 クラス別優勝者 

種 目 氏 名 住 所 参加者数 

1 
２ｋｍ 小学生男女 山田 城都 

壬生町 550 人 
  ３年生と親のペア 山田 桜雅 

2 
  小学生男女 岸 大輔 

宇都宮市 474 人 
  ２年生と親のペア 岸 新大 

3 
  小学生男女 三瓶 幸彦 

宇都宮市 340 人 
  1 年生と親のペア 三瓶 瑛慎 

4 ３ｋｍ 小学生女子 4～6 年生 加藤 愛心 芳賀町 155 人 

5   小学生男子 4～6 年生 樋口 優心 宇都宮市 251 人 

6 ５ｋｍ 中学生 女子 北村 和奏 宇都宮市 42 人 

7   中学生 男子 深井 真生 矢板市 121 人 

8   一般女子（高校生～39歳） 永瀬 誉 宇都宮市 100 人 

9  一般女子（40～59 歳） 遠藤 常 宇都宮市 126 人 

10  一般女子（60 歳以上） 津村 早苗 宇都宮市 48 人 

11   一般男子（高校生～39歳） 矢野 葵 宇都宮市 144 人 

12  一般男子（40～59 歳） 手塚 崇 日光市 240 人 

13  一般男子（60 歳以上） 廣瀬 哲 鹿沼市 111 人 

14 １０ｋｍ 一般女子（高校生～39歳） 阿部 元佳 秋田県にかほ市 80 人 

15  一般女子（40～59 歳） 須田 真寿美 東京都杉並区 105 人 

16  一般女子（60 歳以上） 武石 智子 小山市 14 人 

17   一般男子（高校生～39歳） 藤原 広翔 上三川町 299 人 

18  一般男子（40～59 歳） 山野 陽平 益子町 498 人 

19  一般男子（60 歳以上） 大沼 和久 日光市 183 人 

20 ハーフ 一般女子（高校生～39歳） 本郷 舞 宇都宮市 41 人 

21 マラソン 一般女子（40～59 歳） 清水 美香 宇都宮市 64 人 

22  一般女子（60 歳以上） 小熊 淳子 宮城県大河原町 21 人 

23  一般男子（高校生～39歳） 椛本 主税 群馬県甘楽町 319 人 

24  一般男子（40～59 歳） 石田 友和 群馬県伊勢崎市 469 人 

25  一般男子（60 歳以上） 宮川 政行 宇都宮市 134 人 

        4,929 人 

※大会参加者の記録は，宇都宮マラソン大会ホームページに掲載 
 


